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原子力学会「2015 年秋の大会」で、最新の核データライブラリーJENDL-4.0、ENDF/B-VII.1、JEFF-3.2、
FENDL-3.0から NJOY コードで作られた公式の ACEファイルに入っている KERMA 係数、DPA 断面積の
問題点を報告した。今回、新たに見つかった KERMA係数、DPA断面積の問題点について報告する。 
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1. 緒言  
	 原子力学会「2015年秋の大会」で、FENDL-3.0に含まれる 180核種について、最新の核データライブラ
リーJENDL-4.0、ENDF/B-VII.1、JEFF-3.2、FENDL-3.0 から NJOY コードで作られた公式の ACE ファイル
に入っている KERMA係数、DPA断面積の問題点（反応前後でのエネルギーバランスの崩れ、核データの
誤り、異常に大きなヘリウム生成断面積、NJOY コードのバグ、捕獲反応のガンマ線データの格納形式の
不整合）を報告した [1]。今回、JENDL-4.0、ENDF/B-VII.1、JEFF-3.2、FENDL-3.1b（FENDL-3.0の改訂版）
の全ての核種（497核種）について NJOYコードから作成された公式の ACEファイルに入っている KERMA
係数、DPA断面積の比較検討を行い、新たな問題点が見つかったので報告する。 
2. 手法  

ACEファイルに含まれている KERMA係数、DPA断面積を抽出し、
それらを自動的にプロットするプログラムを作成し、JENDL-4.0、
ENDF/B-VII.1、JEFF-3.2、FENDL-3.1b の全ての核種（497 核種）に
ついて核データライブラリー間で比較を行い、KERMA 係数、DPA
断面積に差がある場合、その原因を調べた。 
3. 結果・考察  
	 今回の検討で以下のことが新たにわかった。 
(1) ２次ガンマ線データがない場合 
	 ２次ガンマ線データがないと NJOY はエネルギーバランス法で正
しい KERMA 係数を計算することができないため、次善の策として
運動学的手法の KERMA係数を ACEファイルに入れられることがあ
るが、この KERMA 係数は正しくない（図１の JENDL-4.0）。また、
２次ガンマ線データがないと、NJOY は DPA断面積も正しく計算で
きない。NJOYの問題と考えられる。 
(2) file12-15 mt3に２次ガンマ線データが入っている場合 
	 ２次ガンマ線データがあっても、file12-15 mt3 に入っていると、
NJOYは DPA断面積を正しく計算できない（図２の FENDL-3.1b）。
また、エネルギーバランスも崩れていることが多いので、次善の策

として運動学的手法の KERMA係数を ACEファイルに入れられるこ
とあるが、この KERMA係数も正しくない。 
(3) 異常に大きい粒子生成収率 
	 JEFF-3.2の 182W、183W、184W、186Wには 20MeV以上で異常に大き
い粒子生成収率データがあり、20MeV以上で KERMA係数、DPA断
面積が非常に大きくなる（図３の JEFF-3.2）。 
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図２	 
92Moの DPA断面積 

図３	 
184Wの DPA断面積 

図１	 
37Clの KERMA係数 
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